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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年5月25日(2017.5.25)

【公開番号】特開2017-29835(P2017-29835A)
【公開日】平成29年2月9日(2017.2.9)
【年通号数】公開・登録公報2017-006
【出願番号】特願2016-223342(P2016-223342)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｚ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１３Ｂ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　前記可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結
果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシンにおいて、
　前記可変表示部に変動表示させるために遊技者によって操作される開始操作手段と、
　永久磁石が組み込まれたロータを囲むように配置された複数の励磁相に対して予め定め
られた順番で励磁させて前記可変表示部を変動表示させるステッピングモータと、
　前記ステッピングモータの複数の励磁相に対して前記予め定められた順番で励磁するこ
とにより前記可変表示部を変動表示させる変動制御を含む遊技の制御を行う遊技制御手段
と、
　表示結果が導出される前に、導出が許容される表示結果を決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に応じて表示結果を導出する導出制御手段と、
　複数の遊技状態のいずれかに制御可能な遊技状態制御手段と、
　を備え、
　前記複数の遊技状態は、第１状態と、第２状態と、該第１状態および該第２状態よりも
遊技者にとって不利な不利状態とを含み、
　前記遊技状態制御手段は、前記第１状態および前記第２状態において所定表示結果が導
出された場合、前記不利状態に制御し、
　前記事前決定手段は、前記不利状態においても前記所定表示結果の導出を許容すること
が可能であり、
　前記事前決定手段が前記第１状態において前記所定表示結果の導出を許容する確率と、
前記第２状態において前記所定表示結果の導出を許容する確率は同一確率であり、
　前記遊技制御手段は、
　励磁相に関するデータである励磁相データを含む遊技の制御を行うためのデータを読み
出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、前記スロットマシンへの電力供給が停
止しても該記憶領域に記憶されているデータを保持することが可能なデータ記憶手段と、
　設定操作手段の操作に基づいて、遊技者にとっての有利度が異なる複数種類の設定値の
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うちから、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　前記設定操作手段の操作に基づいて、前記設定値設定手段により新たな設定値が設定さ
れるときに前記データ記憶手段に記憶されているデータを初期化する設定時初期化手段と
、
　を含み、
　前記設定時初期化手段が初期化するデータには、前記励磁相データは含まれず、
　前記遊技制御手段は、前記設定時初期化手段により前記データ記憶手段の初期化が行わ
れ、遊技者によって前記開始操作手段が操作されたときに、前記データ記憶手段に記憶さ
れている前記励磁相データに基づいて前記変動制御を行う
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明にかかるスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　前記可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結
果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシンにおいて、
　前記可変表示部に変動表示させるために遊技者によって操作される開始操作手段と、
　永久磁石が組み込まれたロータを囲むように配置された複数の励磁相に対して予め定め
られた順番で励磁させて前記可変表示部を変動表示させるステッピングモータと、
　前記ステッピングモータの複数の励磁相に対して前記予め定められた順番で励磁するこ
とにより前記可変表示部を変動表示させる変動制御を含む遊技の制御を行う遊技制御手段
と、
　表示結果が導出される前に、導出が許容される表示結果を決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に応じて表示結果を導出する導出制御手段と、
　複数の遊技状態のいずれかに制御可能な遊技状態制御手段と、
　を備え、
　前記複数の遊技状態は、第１状態と、第２状態と、該第１状態および該第２状態よりも
遊技者にとって不利な不利状態とを含み、
　前記遊技状態制御手段は、前記第１状態および前記第２状態において所定表示結果が導
出された場合、前記不利状態に制御し、
　前記事前決定手段は、前記不利状態においても前記所定表示結果の導出を許容すること
が可能であり、
　前記事前決定手段が前記第１状態において前記所定表示結果の導出を許容する確率と、
前記第２状態において前記所定表示結果の導出を許容する確率は同一確率であり、
　前記遊技制御手段は、
　励磁相に関するデータである励磁相データを含む遊技の制御を行うためのデータを読み
出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、前記スロットマシンへの電力供給が停
止しても該記憶領域に記憶されているデータを保持することが可能なデータ記憶手段と、
　設定操作手段の操作に基づいて、遊技者にとっての有利度が異なる複数種類の設定値の
うちから、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　前記設定操作手段の操作に基づいて、前記設定値設定手段により新たな設定値が設定さ
れるときに前記データ記憶手段に記憶されているデータを初期化する設定時初期化手段と
、
　を含み、
　前記設定時初期化手段が初期化するデータには、前記励磁相データは含まれず、
　前記遊技制御手段は、前記設定時初期化手段により前記データ記憶手段の初期化が行わ
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れ、遊技者によって前記開始操作手段が操作されたときに、前記データ記憶手段に記憶さ
れている前記励磁相データに基づいて前記変動制御を行う
　ことを特徴とする。
　また、他の態様のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部（可変表示装置２）
を備え、
　前記可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結
果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシン（スロットマシン１）
において、
　前記可変表示部に変動表示させるために遊技者によって操作される開始操作手段（スタ
ートレバー１１）と、
　表示結果が導出される前に、導出が許容される表示結果を決定する事前決定手段（遊技
制御基板１０１）と、
　永久磁石が組み込まれたロータを囲むように配置された複数の励磁相に対して予め定め
られた順番で励磁させて前記可変表示部を変動表示させるステッピングモータ（リールモ
ータ３ＭＬ、３ＭＣ、３ＭＲ）と、
　前記ステッピングモータの前記複数の励磁相に対して前記予め定められた順番で励磁す
ることにより前記可変表示部を変動表示させる変動制御を含む遊技の制御を行う遊技制御
手段（遊技制御基板１０１）と、
　所定の連続演出開始条件が成立したときに、予め定められた所定ゲーム数の連続演出を
実行させる連続演出実行手段（演出制御基板１０２）と、
　を備え、
　前記連続演出実行手段は、前記連続演出の開始から終了までの間において、前記事前決
定手段の決定結果に応じて実行する演出を決定し、
　前記遊技制御手段は、
　前記励磁相に関するデータである励磁相データを含む遊技の制御を行うためのデータを
読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、前記スロットマシンへの電力供給
が停止しても該記憶領域に記憶されているデータを保持することが可能なデータ記憶手段
（ＲＡＭ１１２）と、
　設定操作手段（設定スイッチ９１、設定キースイッチ９２）の操作に基づいて、遊技者
にとっての有利度が異なる複数種類の設定値のうちから、いずれかの設定値を選択して設
定する設定値設定手段と、
　前記設定操作手段の操作に基づいて、前記設定値設定手段により新たな設定値が設定さ
れるときに前記データ記憶手段に記憶されているデータを初期化する設定時初期化手段と
、
　を含み、
　前記設定時初期化手段が初期化するデータには、前記励磁相データは含まれず、
　前記遊技制御手段は、前記設定時初期化手段により前記データ記憶手段の初期化が行わ
れ、遊技者によって前記開始操作手段が操作されたときに、前記データ記憶手段に記憶さ
れている前記励磁相データに基づいて前記変動制御を行う
　ことを特徴とする。
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